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【研究の背景・目的・内容】 

主にドラマや音楽などのポピュラー文化について、それらは社会や共同体の何を映し出し、どのような関係性

のなかに存在するのかについて、メディア・テクストを取り巻く言説に注目し研究している。具体的には、韓国と

日本を主なフィールドとし、デジタル・ネットワークの普及をはじめとするメディア環境の急速な変化のなかで

起こる、Kpopや韓国ドラマ・映画などのトランスナショナルな広がりや葛藤、そしてその過程で起こりうるメデ

ィア・テクストの意味変化、ファンダムのありよう等に焦点を当てて、文化・歴史的背景や社会環境について考察

している。 

 

【応用例、研究の展望】 

近年、デジタル・メディアの発達により、一層複雑化する時空間において、私たちは「どこで」「何を観て」「何を生

み出し」、そこから「生み出されたもの」はどこに向かっているのだろうか。そして、そうした複雑化する社会に

おいて、ポピュラーなメディア文化はどのような意味を持ち、またどのような言説を誕生させているのか。近年

は、デジタル・ネットワークに注目し、そこで展開される議論や消費されるメディア・テクストが持つ（あるいは生

み出す）ある種のパワーやその政治性が社会環境にどのような影響をもたらしうるのかについて幅広く研究し

ている。また、日本から、韓国をはじめとする東アジア、そして世界をまなざすことの特殊性や意味について留

意しつつ、文化やその結果としての社会制度の比較研究にも少しずつ携わっている。 

 

【研究方法の特色】 

社会学、カルチュラル・スタディーズを軸とし、ジェンダー研究やメディア研究、観光社会学等領域横断的な研究

を行っている。とくにフィールド・ワークを重視ししており、テクスト分析や質的研究に力を入れている。 
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